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団塊世代ご用達がエンターテインメントの 

「若葉ケヤキモール」（その２）!! 
 

－商業とエンターテインメントシリーズ○35－ 
 

（流通とＳＣ・私の視点（６３９）より続く） 
 

②団塊世代を中心とする昭和ニューファミリーご用達のＳＣ 

ケヤキモールは豊富な生活経験を有する団塊世代「新しい大人」を主力ターゲットにしている。ケヤキ

モールの周辺エリアは閑静な住宅と大型団地が混合し、昭和ニューファミリーと平成ニューファミリーの

混合型マーケットであるが、ケヤキモールは基軸ターゲットとしては昭和ニューファミリーとしている。

その意味でケヤキモールは昭和ニューファミリー御用達のイメージで形成され、事実、熟年層の来街が多

い。ただ、昭和ニューファミリーを主力ターゲットとはしているが大型団地に住んでいる平成ニューファ

ミリー（親と子供の２世代、さらには祖父母を含めた３世代ファミリー）も多く、「概念絞り込み客層オー

ル対応」のターゲット戦略を取っている。すなわち、昭和ニューファミリーという特定分野に概念的には

絞り込んでいるが、平成ニューファミリーの客が来ても抵抗なく買物や飲食ができるターゲット戦略であ

る。確かに地域のオアシスとしての機能を持ち、日常生活に対応したＳＣという意味ではすべての客に対

応できるターゲット戦略であるが、健康志向・自然志向・こだわり志向、熟年向きテナントの導入等にお

いて昭和ニューファミリーにとってうれしいＳＣであることは間違いない。特に、３世代（祖父母・両親・

子供）の客にとってうれしいＳＣであり、家族の絆を大切にするＳＣを形成している。 

 

③日常性と上質性が融合したＭＤｉｎｇのＳＣ 

ライフスタイルセンターは規模と機能から見て２つのタイプがある。第１のタイプは「真正ライフスタ

イルセンター」であり、小商圏～中商圏内生活者の地域のコミュニティの中心としての井戸端会議となる

“場”である。機能的にはＮＳＣのアップスケール版でありＣＳＣの勝ちパターン版でもある。第２のタ

イプは「タウンセンター」であり、真正ライフスタイルが対象とする地域のコミュニティの中心という概

念よりも広域を対象とし、より多目的化し、広域エリアの顔となるであり、いわばライフスタイルセンタ

ーのＲＳＣ版である。商業機能以外に公共施設、文化施設、エンターテインメント施設、オフィス施設、

住宅施設等のコミュニティ施設を数多く導入する多目的な地域の顔となる中心市街地の役割を果たすライ

フスタイルセンターづくりである。 

ケヤキモールは前者であり、基本的に日常生活に密着したアップスケールＮＳＣである。ケヤキモール

は半径２㎞圏の９万人を基本商圏とし、商圏内生活の日常生活を支援するＳＣである。ただ、ケヤキモー

ルは単なる利便性と廉価性を基軸とするＮＳＣではなく、日常性と上質性を融合させたアップスケールＮ

ＳＣである。核店は食品スーパー「マルエツ」が上質でこだわりのある商品を揃える食品業態「リンコス」

を導入し、また、こだわり・グルメ・ヘルシーを基軸とした物販・飲食・サービスのお店を多く導入した

テナントミックスを行っている。 

このようにケヤキモールは日常生活に全面的に対応しつつ、テナント各店が上質感にこだわったＭＤｉ

ｎｇを行っている。これは団塊世代を基軸ターゲットとしていることと、周辺の競争ＳＣやロードサイド

店との差別化の結果である。 

（流通とＳＣ・私の視点（６４１）へ続く） 
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